
 

　本企画の背景について序言を述べたとしても，別稿既述

部分と重複することは想像に難くないので，すべて省略し

て本題に入ることをお許しいただきたい。

　筆者は平成 8 年に編集委員を委嘱されて 6 年間，引き続

き編集委員長として平成 14 年より二期 4 年間，合わせて 

10 年間の長きにわたって，学会誌の編集に関与した。この

間，日本腎臓学会英文誌「Clinical and Experimental Nephrol-

ogy（CEN）」の長年の悲願であった Impact Factor（IF）獲得に

向けて，筆者が 2 代目編集委員長としてかかわった悪戦苦

闘のエピソードの数々をご披露することで，今回の慶事に

花を添え，本企画での責を果たしたい。

 

　編集委員長就任 1 年後の平成 15（2003）年 4 月にわれわ

れは National Library of Medicine（NLM）に対して Index 

Medicus，MEDLINE への採録を申請することになるが，そ

れ以前のいわば準備期間に，CEN の内容向上を目指して 

Aims and Scope を整備する傍ら，学会誌上広報欄において

編集委員長名で，“日本腎臓学会会員の皆様への協力依頼”

と題して，投稿数と CEN の被引用数の増加の重要性を強

調しつつ，“全会員の先行投資，持ち出し覚悟のご支援がど

うしても必要である”と協力を要請した。この要請文は，我

ながら大変くどいお願い口調であり，“現状打破への私たち

の熱い思いに免じてお許しいただければ幸いです。”とお詫

びの言葉で結ばざるをえなかった。

　採録への申請書では，以下の点を箇条書きにして強調し

た。

はじめに

Index Medicus への採録まで

　　1 ）編集委員長が交替し，それに伴い Editorial Commit-

tee と Editorial Board が一新され，国際的に活躍中の腎臓

学者がさらに加わったこと

　　2 ）Springer-Verlag 社（現シュプリンガー・ジャパン）の

“electronic publishing system”の活用により CEN 掲載論文

へのアクセス数が増加しつつあること

　　3 ）少なくとも 3 人の査読者による厳密な査読体制に

より掲載論文の質保証に努めていること

　　4 ）国内外の著名な腎臓学の権威からの総説を定期的に

掲載していること

　　5 ）本誌の対象内容を拡大し，日本からの独自の報告や

日本腎臓学会で討議，確立された種々の臨床的な基準を世

界に発信して CEN の個性化を図っていること

　これに対して，平成 15（2003）年 10 月 16 日にめでたく 

NLM より accept 通知（資料 1）をいただけた。まさしく初代

編集委員長の今井正先生と幹事の飯野靖彦先生が営々と築

いてくださった基盤があってこその快挙であった。喜び勇

んだわれわれは，早速，翌月の学会誌に編集幹事，委員長

連名で，同年 9 月にすでに IF 獲得を目指して Institute for 

Scientific Information（ISI）の database への採録も申請中で

あることを述べた後，“今回の朗報が好循環への幸先の良い

第一歩になるように祈っております。”と意気軒昂たる報告

書を掲載した。

　しかし世の中それほど甘いはずはない。翌年春と予測さ

れていた ISI からのつれない返事が同年末に届いた。まさ

しく最悪のクリスマスプレゼントをいただいたこととなっ

た。筆者が同志たちに直ちに送ったメールを再読してみる

と，そこには“浮かれ過ぎたことへの鉄槌であり，襟を正し

て 18 カ月後の捲土重来を期したいこと，これが今の CEN 

とその編集委員長の実力であること，自分は皆の助力のも

とで精一杯努力したので悔いはないが，責任を伴うことな

ので浅野理事長に委員長としての進退につきお伺いをする

予定であること，不採択の理由だけでも尋ねる意向である
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こと”，などなどが綿々と書き連ねられており，当時の落胆

ぶりが偲ばれる。

 

　先述のごとく Index Medicus への採録を契機に，IF 獲得

を目指して ISI の database への採録にまで一気に持ち込も

うと企んだわれわれのある意味，不遜な魂胆は惨めな結果

となり，浮かれることなく足元をしっかりと固めることの

重要性を改めて思い知らされた。引用頻度の低さと国際性

の乏しさなどの明らかとなった不採択理由を勘案しなが

ら，われわれは以下のような地道な企画も含めて，良かれ

と思われることを可能な限り実行に移した。

ISI への第 2 回申請まで

　　1 ）Call for Papers（資料 2）の国際学会での配布

　　2 ）Images in Nephrology と Letters to the Editor 欄の新設

　　3 ）定期刊行物への科学研究費の獲得（平成 16 年度，17 

年度 2 年連続）

　　4 ）CEN 全巻の電子化（シュプリンガー・ジャパンのご厚意）

　　5 ）Editorial Board への外国人査読者の追加（9 人の新規

加入）

　　6 ）腎臓学の権威からの推薦書の入手

　推薦書については数名の一流の腎臓学者にお願いして，

欠けることなく推薦文書をいただけた。代表的なものとし

て「Journal of American Society of Nephrology（JASN）」の 

Editor-in-Chief として Dr. William G. Couser からのもの（資

料 3）があり，そこには“As Editor-in-Chief of JASN, I am 
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extremely familiar with the scope and 

quality of the journal currently available 

in the kidney／urology area. I believe 

CEN is one of comparable quality to 

most of these and meets or exceeds all 

standards for inclusion in Index Medicus 

and Medline indexing. I am pleased to 

endorse enthusiastically and without res-

ervations your application to have Clini-

cal and Experimental Nephrology 

included to the database of ISI.”といっ

た文面があり，大いに感激した。また，

もう一つ例をあげれば，Dr. Marc R. 

Hammerman からのもの（資料 4）には

“I can think of no more appropriate jour-

nal for inclusion in the ISI database and 

support Clinical and Experimental Neph-

rology’s inclusion in the strongest possi-

ble terms.”とあった。他の推薦者からの

ものも含めて，いずれもこれ以上は望

みようもない誠意　R れるご推薦の文言

をいただくことができた。

　上述した準備を終えて，われわれは

満を持して第 2 回の申請書を送った。

箇条書きとした謳い文句は，

　　1 ）CEN was accepted for indexing 

and inclusion in Index Medicus and 

MEDLINE.

　　2 ）The Editorial Board has been 

internationally reconstituted with addi-

tion of 9 foreign reviewers.

　　3 ）This year（2005）, the president of 

ASN is Dr. Couser and the president of 

ISN is Dr. Weening. Both belong to the 

International Advisory Board of CEN.

　　4 ）The ratio of articles from abroad to those from Japan is 

increasing.

　　5 ）The average ratio of articles supported by research 

grants in our journal is approximately 40　%.

　あとの 6）から 9）までは NLM への申請時強調内容 2）～

5）との重複部分であった。しかしまたもや望みは脆くも潰

え去った。理由はこれでもかと“low citation”であった。任期

終了間際のことであった。筆者の唯一の慰め，望みの綱は

木村玄次郎先生という素晴らしい後任者をノミネートでき

たことに加えて，基礎分野から坂井建雄先生という適任者

をその相棒としてお願いできたこと，それに仲間はすべて

そのまま任務を継続する立場にとどまっていただけたとい

うことであった。筆者の任期終了間際に着手していた on-

line submission を軌道に乗せていただけ，その結果海外か

らの投稿数が飛躍的に増加したことに加えて，木村先生が

副委員長時代から構想されていたペーパーレス化を果たさ

れ，紙媒体はすでに手元には届かないという画期的な時代
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を迎えている。そのすべての成果が今回の念願達成となっ

て結実したと言えよう。

 

　編集委員長辞任に際してものした駄文を，当時の偽らざ

る感慨の吐露であるところから，そのまま再録（資料 5）し

てまとめとすることをお許しいただきたい。この 2 期 4 年

間で少しでも学会誌の発展に尽くし得たとすれば，それは，

一重に優秀な仲間に恵まれたことによるものである。この

間，ご多忙中お付き合いくださった多数の編集委員の先生

方，特に編集幹事として強力なご尽力をいただいた内田俊

也先生，守山敏樹先生には心からの敬意と謝意を表したい。

また，シュプリンガー・ジャパン，東京医学社，日本腎臓

学会事務局の方々にも毎回編集委員会にご出席いただき，

しっかりと支えていただいたし，折に触れて開いた宴会に

おわりに

も参加いただき楽しく盛り上がったが，いまとなっては委

員長の遊び体質を押し付けたようで反省しきりでもある。

Thomson Reuters 社の方々からその都度適切なご指導をい

ただいたことにも感謝したい。最後に陰日向なく真摯に縁

の下の力持ちに徹し続けて下さった日本腎臓学会事務局編

集担当の福田喜美子さんの貴重なお力添えに改めて心から

御礼を申し上げたい。

　CEN はいまや国際的に認知され，新しく逞しく前進を始

めたところである。学会会員の実力や日本腎臓学会のレベ

ルの高さはすでに世界の認めるところである。CEN をそ

の学会にふさわしい学会誌にするために必要とされるの

は，言うまでもなく，学会会員の CEN への愛情に裏打ち

された意欲をおいて他にはない。学会会員全員の一層のご

支援を期待し信じながら，息を殺して初めての IF 値の発表

を待っている。
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